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東
日
本
大
震
災
後
、

被
災
地
に
は
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
訪

れ
て
い
る
。
炊
き
出

し
や
支
援
物
資
の
搬

送
、
瓦
礫
等
の
撤
去
、

畑
の
整
地
、
養
殖
い

か
だ
作
り
な
ど
そ
の

活
動
は
多
岐
に
及
ぶ
。
政
府
の
復

旧
・
復
興
ス
ピ
ー
ド
が
停
滞
す
る

中
で
、
彼
ら
の
取
り
組
み
は
被
災

者
を
励
ま
し
、
希
望
と
勇
気
を
与

え
、
前
に
進
む
力
を
つ
く
り
出
し

て
い
る
▲
先
日
、
献
血
ル
ー
ム
で

現
役
最
高
献
血
回
数
が
７
０
０
回

を
超
え
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
。

反
面
、
近
年
は
若
年
層
の
献
血
者

は
大
幅
に
減
り
、
１
９
８
５
年
度

と
２
０
０
８
年
を
比
較
し
た
場
合
、

10
歳
代
（
16
歳
以
上
）
は
５
分
の

１
に
、
20
歳
代
は
半
分
以
下
に
な

っ
た
そ
う
だ
。
そ
の
た
め
、
人
通

り
の
多
い
繁
華
街
や
職
場
・
学
校

な
ど
へ
の
移
動
採
血
車
の
出
動
を

増
や
し
、
採
血
車
や
献
血
ル
ー
ム

周
辺
で
の
呼
び
込
み
な
ど
を
強
化

し
て
血
液
を
確
保
し
て
い
る
の
だ

と
い
う
▲
私
が
は
じ
め
て
献
血
し

た
の
は
高
校
の
時
で
あ
る
。
学
校

に
移
動
採
血
車
が
来
て
、
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
や
多
く
の
生
徒
が
協
力
し

た
。
私
の
場
合
、
授
業
を
公
に
抜

け
出
す
こ
と
が
許
さ
れ
た
こ
と
か

ら
献
血
し
た
と
の
記
憶
で
あ
る
が
、

動
機
は
と
も
あ
れ
、
そ
の
後
も
献

血
ル
ー
ム
な
ど
に
行
っ
た
回
数
は

90
回
を
超
え
た
。
確
か
に
当
時
は

高
校
生
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
が
、

こ
の
と
こ
ろ
30
歳
・
40
歳
・
50
歳

代
の
姿
も
多
い
▲
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
は
、
自
主
的
に
社
会
事
業
な
ど

に
参
加
し
無
償
で
奉
仕
活
動
す
る

こ
と
で
あ
る
。
輸
血
や
血
液
製
剤

を
必
要
と
す
る
人
の
た
め
に
血
液

を
無
料
で
提
供
す
る
の
も
同
様
だ
。

震
災
後
、
「
絆
」
と
い
う
言
葉
を

耳
に
す
る
が
、
あ
ら
た
め
て
す
べ

て
の
年
代
の
人
々
の
心
に
刻
み
た

い
言
葉
で
あ
る
。
人
間
を
救
う
こ

と
が
で
き
る
の
は
人
間
で
あ
る
。

人
間
と
共
存
で
き
な
い
「
核
」
を

人
間
が
つ
く
っ
て
は
な
ら
な
い

（
力
）

拡大キャッチコピー
「新しい仲間づくりを

皆の力で」
「一緒に解消しませんか、
あなたの疑問。
加入まってます」

　

国労に入れるという能動的な運動を
＝＝全体で93人・盛岡からは５人が参加し交流＝＝

　

６
月
３
・
４
日
の
２
日
間
、
神
奈
川
県
箱
根
湯
本
で
「
第
６
回
組
織
拡
大
東
ブ
ロ
ッ
ク
経
験
交
流
集

会
」
が
開
催
さ
れ
、
北
海
道
本
部
・
東
日
本
本
部
か
ら
93
人
が
結
集
し
た
。
地
方
本
部
か
ら
は
、
佐
藤

都
久
雄
盛
岡
支
部
書
記
長
、
松
島
義
文
盛
岡
駅
連
合
分
会
執
行
副
委
員
長
、
佐
々
木
政
志
青
森
支
部
書

記
長
、
小
原
典
昭
青
森
駅
連
合
分
会
書
記
長
、
菊
池
要
悦
地
方
本
部
執
行
委
員
の
５
人
が
参
加
し
た
。

　

本
部
か
ら
の
「
職
場
が
基
礎
と
の
国
労
運
動
の
歴
史
に
学
び
、
分
会
機
関
の
育
成
・
強
化
を
」
と
の

問
題
提
起
と
、
西
ブ
ロ
ッ
ク
派
遣
団
及
び
東
ブ
ロ
ッ
ク
重
点
職
場
か
ら
の
報
告
を
受
け
て
、
８
分
散
会

に
て
討
論
。
翌
日
の
分
散
会
報
告
で
は
職
場
運
動
の
重
要
性
・
分
会
活
動
の
活
性
化
の
必
要
性
が
多
く

言
わ
れ
、
「
今
日
ま
で
の
変
化
を
全
体
で
共
有
し
、
国
労
に
入
ろ
う
で
は
な
く
、
国
労
に
入
れ
る
と
い

う
能
動
的
な
運
動
を
作
り
出
そ
う
」
と
の
ま
と
め
を
全
体
で
確
認
し
集
会
を
終
了
し
た
。

多くの意見が出され拡大の取り組みを確認

優勝の感想を述べる鈴木さん

青
年
部
発
言
は
元
気
で
パ
ワ
フ
ル

▽
６
月
20
日
（
東
京
）

　

交
運
共
済
第
99
回
通
常
総
代
会

▽
６
月
21
日
（
東
京
）

　

本
部
財
政
関
係
会
議

▽
６
月
23
日
（
東
京
）

　

東
日
本
本
部
地
方
組
織
部
長
会
議

▽
６
月
26
日
（
盛
岡
）

　

第
９
回
地
方
本
部
執
行
委
員
会

▽
７
月
６
〜
７
日
（
遠
野
）

　

食
と
み
ど
り
・
水
を
守
る
労
農

　

会
議
「
黙
っ
て
い
ら
れ
な
い
東

　

北
集
会
」

▽
７
月
７
日
（
盛
岡
）

　

盛
岡
支
部
組
織
拡
大
対
策
会
議

▽
７
月
７
日
（
さ
い
た
ま
）

　

東
日
本
本
部
「
組
織
拡
大
１
０　

　

０
名
達
成
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」

▽
７
月
８
日
（
盛
岡
）

　

第
20
回
盛
岡
貨
物
協
議
会
定
期

　

委
員
会

▽
７
月
16
日
（
東
京
）

　

脱
原
発
10
万
人
全
国
集
会

鈴
木
善
文
さ
ん
が
優
勝

　
　
　
　（
盛
岡
駅
連
合
分
会
）

第17回地本ゴルフ大会

　

岩
手
県
鉄
道
交
通
対
策
会
議
が

５
月
21
日
に
盛
岡
国
労
会
館
会
議

室
で
11
人
の
参
加
の
中
で
開
催
さ

れ
た
。

　

会
議
で
は
、
岩
泉
線
・
山
田

線
・
大
船
渡
線
の
現
状
に
つ
い
て
、

宮
古
市
議
会
の
竹
花
邦
彦
議
員
か

ら
の
現
状
報
告
と
久
保
孝
喜
、
木

村
幸
弘
両
県
議
か
ら
岩
手
県
の
動

き
な
ど
の
報
告
を
受
け
意
見
交
換

と
意
思
統
一
を
は
か
っ
た
。

　

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

国
道
３
４
０
号
線
の
押
角
峠
な
ど

の
視
察
、
被
災
地
の
鉄
道
の
復
旧

に
向
け
各
方
面
か
ら
の
情
報
収
集

を
は
か
り
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
こ
と
と
し
た
。

　

同
会
議
の
体
制
は
次
の
通
り
。

　
　
　
　
　

◇

議　
　

長　

小
西　

和
子

　
　
　
　

（
岩
手
県
議
会
議
員
）

副
議
長　

鈴
木　

忠
幸

　
　
　
　

（
二
戸
市
議
会
議
員
）

　
　
　
　
　

久
保　

孝
喜

　

17
回
目
の
地
方
本
部
ゴ
ル
フ
大

会
が
６
月
５
日
安
比
高
原
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
た
。
大
会
に

は
組
合
員
・
来
賓
を
含
め
84
人
が

参
加
し
ダ
ブ
ル
ぺ
リ
ア
方
式
で
順

位
を
決
定
す
る
と
と
も
に
交
流
を

深
め
た
。
優
勝
は
盛
岡
駅
連
合
分

会
の
鈴
木
善
文
さ
ん
で
２
度
目
と

な
っ
た
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
８
時
過

ぎ
か
ら
開
会
式
を
簡
単
に
行
い
、

岩
手
山
・
八
幡
平
・
竜
ヶ
森
・
十

和
田
の
４
コ
ー
ス
に
分
か
れ
８
時

30
分
か
ら
順
次
ス
タ
ー
ト
。
昼
食

後
、
後
半
の
コ
ー
ス
を
廻
り
14
時

30
分
過
ぎ
に
は
全
員
の
プ
レ
ー
が

終
了
。
引
き
続
き
表
彰
・
閉
会
式

に
入
り
、
齋
藤
委
員
長
の
挨
拶
に

続
き
、
順
位
の
発
表
と
表
彰
に
移

り
用
意
さ
れ
た
景
品
が
組
合
員
・

来
賓
の
方
々
に
手
渡
さ
れ
た
。

　

大
会
に
は
、
岩
手
県
労
働
者
福

祉
協
議
会
、
東
北
労
働
金
庫
、
全

労
済
岩
手
県
本
部
、
連
合
岩
手
、

国
労
仙
台
自
動
車
支
部
、
ハ
ピ
ネ

ス
共
済
会
、
（
有
）
き
ょ
う
さ
い

ラ
イ
フ
、
ば
ん
か
ら
屋
な
ど
多
く

の
団
体
や
個
人
の
皆
さ
ん
か
ら
の

参
加
や
景
品
の
提
供
を
受
け
た
。

　

第
６
位
ま
で
の
成
績
は
次
の
通

り
。

　
　
　
　
　

◇

優　

勝　

鈴
木　

善
文

　
　
　
　

（
盛
岡
駅
連
合
分
会
）

準
優
勝　

武
田　
　

保

　
　
　
　

（
盛
岡
駅
連
合
分
会
）

第
３
位　

高
瀬　

貴
弘

　
　
　
　

（
青
森
駅
連
合
分
会
）

第
４
位　

深
田　

剛
人

　
　
　
　

（
一
戸
地
域
分
会
）

第
５
位　

館
川　

幸
也

　
　
　
　

（
盛
岡
貨
物
分
会
）

第
６
位　

咲
山　

恵
司

　
　
　
　

（
盛
岡
駅
連
合
分
会
）

　

第
6
回
組
織
拡
大
東
ブ
ロ
ッ
ク

経
験
交
流
集
会
が
、
6
月
3
〜
4

日
に
箱
根
湯
本
温
泉
箱
根
路
「
開

雲
」
で
行
わ
れ
、
盛
岡
地
本
か
ら

は
地
本
菊
池
組
織
部
長
含
め
5

人
、
全
体
で
は
北
海
道
か
ら
九
州

ま
で
93
人
の
参
加
で
し
た
。

　

14
時
か
ら
福
田　

護
弁
護
士
の

「
有
期
労
働
規
制
の
課
題
と
政
府

法
案
の
問
題
点
に
つ
い
て
」
の
講

演
が
あ
り
、
そ
の
後
の
全
体
交
流

会
で
は
西
ブ
ロ
ッ
ク
派
遣
団
及
び

東
ブ
ロ
ッ
ク
重
点
職
場
か
ら
の
組

織
強
化
・
拡
大
の
取
り
組
み
の
報

告
、
16
時
20
分
か
ら
分
散
交
流
会

が
18
時
50
分
ま
で
、
19
時
か
ら
全

体
懇
親
会
で
初
日
の
日
程
が
終
了

し
ま
し
た
。

　

2
日
目
は
8
時
30
分
か
ら
分
散

会
報
告
、
重
点
職
場
か
ら
の
報

告
、
東
ブ
ロ
ッ
ク
決
意
と
感
想
、

集
約
な
ど
を
行
な
い
11
時
15
分
の

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
名
簿
を
見
て
北
は
北
海

道
、
釧
路
・
旭
川
・
南
は
九
州
、

博
多
・
佐
賀
と
さ
す
が
全
国
単
一

組
織
の
国
労
だ
と
久
々
に
思
い
、

平
成
採
用
の
20
・
30
代
参
加
者
も

十
数
人
と
盛
岡
と
は
違
う
な
と
感

激
し
ま
し
た
。
本
部
か
ら
の
歴
史

に
学
ぼ
う
な
ど
問
題
提
起
を
受
け

分
散
会
へ
。
私
は
第
8
分
散
会
で

旭
川
・
仙
台
・
長
野
・
東
京
・
九

州
地
本
の
11
人
中
青
年
部
が
2
人

で
実
際
に
組
織
拡
大
を
し
て
き
た

生
の
声
を
聞
く
こ
と
が
出
来
大
変

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

分
会
の
行
動
、
悩
み
、
問
題
点

ど
れ
一
つ
取
っ
て
も
同
じ
内
容
は

無
く
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
し
て
お

り
、
組
織
拡
大
に
こ
う
す
れ
ば
良

第
６
回
組
織
拡
大
東
ブ
ロ
ッ
ク
経
験
交
流
会

盛
岡
駅
連
合
分
会
　
松
島　

義
文

拡
大
に
意
識
を
皆
で
高
め
よ
う

青
森
駅
連
合
分
会
　
小
原　

典
昭

〇
晴
天
の
中
84
人
が
プ
レ
ー
〇

岩
泉
・
山
田
・
大
船
渡
線
の
現
状
で
意
見
交
換

「
岩
手
県
鉄
道
交
通
対
策
会
議
」（
５
・
21
）

い
と
言
う
特
効
薬
は
無
い
こ
と
、

「
人
の
思
い
も
そ
れ
ぞ
れ
で
本
人

は
組
合
に
不
満
を
持
っ
て
い
る
け

ど
、
こ
ち
ら
か
ら
の
声
掛
け
を
待

っ
て
い
る
人
」
、
「
レ
ク
レ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
で
交
流
を
重
ね
、
お
互

い
の
信
頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
も
、

ち
ょ
っ
と
強
引
に
で
も
誘
い
を
待

っ
て
い
る
人
」
な
ど
。
ま
た
青
年

部
の
方
の
発
言
は
元
気
が
あ
り
、

パ
ワ
フ
ル
で
し
た
。
「
J
R
に
は

組
合
を
す
る
た
め
に
入
っ
た
の
で

は
な
く
、
好
き
な
仕
事
を
す
る
た

め
に
入
社
し
た
の
だ
。
学
校
で
は

仕
事
、
就
職
活
動
の
勉
強
は
す
る

け
ど
、
組
合
や
労
働
者
の
権
利
な

ど
は
教
え
て
も
ら
え
な
い
。
ま
た
、

最
初
は
人
数
の
多
い
組
合
に
流
れ

で
入
る
け
ど
、
仕
事
も
慣
れ
て
職

場
が
見
え
て
く
る
と
、
ど
ち
ら
が

ま
と
も
な
労
働
組
合
か
分
か
っ
て

来
ま
す
よ
」
な
ど
労
働
組
合
と
し

て
当
た
り
前
の
安
全
で
働
き
や
す

い
職
場
、
み
ん
な
が
安
心
し
て
働

き
続
け
る
職
場
作
り
を
す
る
こ
と

が
大
切
、
こ
の
会
場
の
参
加
者
の

熱
い
発
言
を
分
会
組
合
員
に
伝
え

な
け
れ
ば
と
感
じ
ま
し
た
。

　

分
散
会
で
東
労
組
か
ら
の
国
労

復
帰
者
の
方
が
「
分
割
民
営
の
時

は
新
会
社
に
残
れ
る
の
か
、
ま
た

会
社
側
の
自
分
の
評
価
が
気
に
な

り
、
な
か
な
か
国
労
に
復
帰
出
来

な
か
っ
た
。
友
達
が
ず
っ
と
後
押

し
を
し
て
く
れ
、
や
っ
と
国
労
に

戻
っ
て
来
れ
た
。
友
達
に
は
感
謝

し
て
い
る
」
と
発
言
し
ま
し
た
。

ま
さ
に
「
最
後
は
国
労
で
！
」
の

手
本
だ
と
思
い
ま
す
。

　

問
題
提
起
や
総
括
で
も
言
っ
て

い
た
よ
う
に
、
分
会
機
関
の
強
化
・

活
性
化
、
長
期
的
・
連
続
的
・
継

続
的
に
全
組
合
員
で
の
国
労
加
入

の
呼
び
掛
け
を
展
開
し
、
目
標
を

高
く
執
念
を
も
っ
て
実
行
す
る
な

ら
展
望
が
開
け
る
の
で
は
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。
盛
岡
地
本
も
一
人

ひ
と
り
の
意
識
を
高
め
、
全
国
に

負
け
な
い
よ
う
全
力
で
、
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　

◇

　
　
　
　

（
岩
手
県
議
会
議
員
）

　
　
　
　
　

豊
巻　

浩
也

　
　
　
　

（
岩
教
祖
委
員
長
）

　
　
　
　
　

上
田　
　

高

　
　
　
　

（
高
教
組
委
員
長
）

　
　
　
　
　

齋
藤　

健
市

　
　
　
　

（
自
治
労
委
員
長
）

事
務
局
長　

齋
藤　

庄
司

　
　
　
　

（
国
労
委
員
長
）

事
務
局
次
長　

野
中　

靖
志

　
　
　
　

（
平
和
環
境
セ
事
務
局
長
）

　
　
　
　
　

細
川　

光
正

　
　
　
　

（
盛
岡
市
議
会
議
員
）

幹
事　

六
名

　
　
　

（
氏
名
は
紙
面
上
割
愛
）

 無料法律相談
 

担当　菅原 瞳 弁護士
 

（盛岡市）
 

＜問い合わせは地方本部へ＞

 



士
の
対
戦
と
な
っ

た
。
十
分
な
ウ
ォ

ー
ミ
ン
グ
・
ア
ッ

プ
を
取
れ
な
い
ま

ま
先
攻
と
な
っ
た

盛
岡
だ
っ
た
が
、

相
手
チ
ー
ム
の
投

手
も
同
じ
状
態
の

よ
う
で
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
が
定
ま
ら
ず
、

フ
ォ
ワ
ボ
ー
ル
に
長
短
の
ヒ
ッ
ト

を
絡
め
初
回
表
に
５
点
を
先
制
。

守
っ
て
は
、
完
璧
な
ピ
ッ
チ
ン
グ

と
好
守
で
４
回
ま
で
得
点
を
与
え

ず
、
最
終
回
に
お
互
い
が
１
点
ず

つ
と
り
あ
い
、
初
戦
は
６
―
１
で

勝
利
し
た
。

　

２
日
目
、
予
選
２
回
戦
の
対
戦

相
手
は
水
戸
チ
ー
ム
。
９
時
か
ら

始
ま
る
試
合
に
む
け
て
ウ
ォ
ー
ミ

ン
グ
・
ア
ッ
プ
を
開
始
し
相
手
チ

ー
ム
の
到
着
を
待
っ
た
が
、
水
戸

チ
ー
ム
が
乗
っ
た
バ
ス
の
出
発
が

遅
れ
試
合
は
30
分
遅
れ
の
開
始
と

な
っ
た
。
盛
岡
は
初
回
に
３
点
を

失
っ
た
が
、
そ
の
裏
に
相
手
を
攻

め
立
て
10
点
獲
得
し
、
そ
の
後
は

相
手
チ
ー
ム
に
得
点
を
許
さ
ず
点

数
を
追
加
し
14―

３
で
快
勝
し
た
。

　

予
選
の
結
果
、
盛
岡
チ
ー
ム
は

グ
ル
ー
プ
１
位
で
決
勝
戦
進
出
を

国　　労　　盛　　岡 2012年６月10日（２）
組合員の購読料は
組合費の中に含む（ ）（ ）昭和29年12月25日

第３種郵便物認可
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




和
や
か
で
癒
さ
れ
る
活
動
へ

今
年
は
１
泊
の
総
会
を
計
画

家
族
会
会
長   

佐
々
木 

香
代
子

Ｊ
Ｒ
各
線
の
早
期
復
旧
を
求
め
る
署
名

交
通
基
本
法
の
早
期
実
現
に
奮
闘
す
る

５
・
26
岩
手
県
交
運
労
協
集
会

50
人
の
参
加
で
ソ
フ
ト
大
会

◇
昼
は
ト
ン
汁
／
盛
岡
地
区
協
◇

第13回東日本本部
軟 式 野 球 大 会

地
本
チ
ー
ム
残
念
な
準
優
勝

＝＝仙台チーム（左）と対戦、挨拶し試合へ（右が盛岡チーム）＝＝

見事なバッティング？（ボールは下を行く）

　

第
13
回
国
労
東
日
本
本
部
軟
式

野
球
大
会
が
、
５
月
17
日

（
木
）
・
18
日
（
金
）
の
両
日
に

わ
た
り
、
東
京
都
品
川
区
の
「
大

井
ふ
頭
海
浜
公
園
野
球
場
」
で
、

10
チ
ー
ム
（
東
京
地
本
２
チ
ー
ム

と
そ
の
他
の
各
地
本
１
チ
ー
ム
）

の
参
加
で
開
催
さ
れ
た
。

　

盛
岡
地
本
か
ら
は
、
監
督
の
浅

井
敏
治
さ
ん
・
主
将
の
笹
山
賀
庸

さ
ん
（
両
氏
と
も
八
戸
工
務
分

会
）
を
は
じ
め
15
人
で
チ
ー
ム
を

結
成
し
て
参
加
し
て
き
た
。

　

初
日
、
予
選
１
回
戦
の
対
戦
相

手
は
仙
台
チ
ー
ム
で
、
東
北
勢
同

決
め
、
長
野
チ
ー
ム
と
対
戦
す
る

こ
と
に
。
盛
岡
チ
ー
ム
の
先
発
は
、

チ
ー
ム
最
年
長
＝
62
歳
の
梅
沢
投

手
（
盛
岡
貨
物
分
会
）
で
、
投
手

戦
の
緊
迫
し
た
試
合
が
続
い
た
が
、

０
―
０
で
む
か
え
た
４
回
表
に
突

然
の
雷
鳴
と
た
た
き
つ
け
る
様
な

激
し
い
雨
に
見
舞
わ
れ
ノ
ー
ゲ
ー

ム
。
抽
選
の
結
果
、
４
―
５
で
残

念
な
が
ら
準
優
勝
に
留
ま
っ
た
。

ま
た
、
決
勝
戦
の
投
球
を
評
価
さ

れ
た
梅
沢
昇
投
手
は
敢
闘
賞
を
受

賞
し
た
。

　

平
均
年
齢
53
・
８
歳
と
い
う
チ

ー
ム
だ
っ
た
が
、
怪
我
も
無
く
日

程
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
本

当
に
野
球
が
大
好
き
な
人
た
ち
が

集
ま
っ
た
楽
し
い
チ
ー
ム
だ
っ
た

し
、
参
加
者
一
人
ひ
と
り
の
プ
レ

ー
と
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
･
シ
ッ
プ
を

讃
え
て
大
会
の
報
告
と
す
る
。

　
　
　
　
　

◇

　

５
月
20
日
盛
岡
国
労
会
館
で
地

本
家
族
会
拡
大
役
員
会
（
８
人
）

を
両
支
部
家
族
会
に
も
参
加
し
て

い
た
だ
き
開
催
し
ま
し
た
。

　

家
族
会
活
動
は
例
年
参
加
者
が

同
じ
顔
ぶ
れ
で
あ
る
こ
と
や
、
同

時
期
に
地
本
と
支
部
の
総
会
が
開

催
さ
れ
る
た
め
声
を
か
け
る
役
員

も
参
加
す
る
側
に
と
っ
て
も
負
担

が
大
き
く
、
「
総
会
の
あ
り
方
」

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
ま
し

た
。
ほ
と
ん
ど
の
会
員
は
仕
事
を

持
ち
、
地
域
活
動
や
学
校
の
役
員

等
毎
日
が
忙
し
く
、
一
方
で
は
様

々
な
家
庭
の
事
情
を
抱
え
生
活
に

追
わ
れ
て
い
ま
す
。
足
を
運
ん
で

も
ら
う
た
め
に
は
会
議
だ
け
に
終

わ
る
の
で
は
な
く
、
和
や
か
な
交

流
の
場
が
必
要
な
の
で
は
な
い
の

か
。
ま
た
癒
さ
れ
る
ひ
と
時
で
あ

る
べ
き
で
は
な
い
か
。
と
い
う
結

論
に
達
し
、
初
め
て
の
一
泊
で
の

親
睦
を
試
み
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
日
時
は
９
月
22
日
に
午
前
中

に
地
本
家
族
会
の
総
会
を
開
催

し
、
そ
の
夜
一
泊
で
交
流
し
、
翌

日
両
支
部
の
家
族
会
総
会
を
開
催

す
る
と
い
う
日
程
を
考
え
て
い
ま

す
。
1
年
に
２
日
間
だ
け
家
族
会

の
た
め
に
予
定
を
入
れ
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
に
組
合
員
の
皆
様
に

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

と
な
り
ま
し
た
。

　

試
合
は
A
チ
ー
ム
（
駅
連
・
貨

物
）、
B
チ
ー
ム
（
施
設
・
運
転
）、

C
チ
ー
ム
（
運
輸
区
・
電
気
）
の

３
チ
ー
ム
に
よ
る
総
当
た
り
戦
で

行
わ
れ
、
各
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰

り
広
げ
る
な
か
数
々
の
好
プ
レ

ー
・
珍
プ
レ
ー
が
飛
び
出
す
な
ど

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
結
果
は
C

チ
ー
ム
が
２
勝
０
敗
で
優
勝
し
ま

し
た
。

　

ま
た
昼
食
に
は
近
藤
副
委
員
長

に
よ
る
恒
例
の
ト
ン
汁
が
ふ
る
ま

わ
れ
、
弁
当
を
片
手
に
全
員
が
楽

し
く
交
流
し
ま
し
た
。
天
気
に
も

恵
ま
れ
心
配
し
て
い
た
怪
我
も
な

く
、
組
合
員
・
家
族
の
団
結
と
運

動
不
足
の
解
消
に
も
大
い
に
役

立
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

◇

　
　

地
区
協
書
記
長　

中
村
良
宏

　

６
月
２
日
盛
岡
地

区
協
は
、
組
合
員
と

家
族
50
人
の
参
加
に

よ
り
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
熊
谷
常
任
委
員

長
か
ら
「
怪
我
に
は

十
分
注
意
し
て
楽
し

く
交
流
し
な
が
ら
団

結
を
深
め
、
組
織
強

化
・
拡
大
に
努
め
よ

う
」
と
挨
拶
の
後
、

準
備
運
動
で
体
を
ほ

ぐ
し
プ
レ
イ
ボ
ー
ル

　

岩
手
県
交
通
運
輸
産
業
労
働
組

合
協
議
会
は
、
昨
年
の
３
・
11
東

日
本
大
震
災
復
興
に
向
け
た
現

状
・
課
題
を
学
習
す
る
目
的
で

「
大
震
災
復
興
・
総
合
交
通
政
策

研
究
集
会
」
を
、
５
月
26
日
盛
岡

市
・
岩
手
労
働
福
祉
会
館
で
各
産

別
・
単
組
組
合
員
44
人
（
国
労
５

人
）
が
参
加
し
開
催
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
柴
谷
正
孝
議

長
（
運
輸
労
連
）
は
「
被
災
線
区

の
復
旧
に
向
け
、
住
民
の
求
め
る

公
共
交
通
確
保
を
求
め
て
、
県
交

運
労
協
が
取
り
組
む
『
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
被
災
し
た
J
R
各
線

の
早
期
復
旧
を
求
め
る
署
名
』

は
、
東
北
交
運
労
協
で
も
取
り
組

み
を
お
願
い
し
た
。
各
組
織
の
最

大
限
の
取
り
組
み
を
お
願
い
す

る
。
７
人
の
尊
い
生
命
が
犠
牲
と

な
っ
た
『
関
越
道
ツ
ア
ー
バ
ス
事

故
』
は
、
こ
の
間
訴
え
て
き
た

『
規
制
緩
和
』
が
も
た
ら
し
た
。

社
会
的
規
制
・
安
全
に
対
す
る
緩

和
は
あ
り
得
な
い
。
引
き
続
き
制

度
政
策
要
求
と
し
て
取
り
組
む
。

政
局
の
混
迷
で
交
通
基
本
法
が
成

立
し
て
い
な
い
。
早
期
実
現
に
向

け
奮
闘
す
る
」
と
取
り
組
む
課
題

を
述
べ
挨
拶
と
し
た
。

　

そ
の
後
、
畑
浩
二
衆
議
院
議
員

（
民
主
党
）
が
、
東
日
本
大
震
災

復
興
の
現
状
に
つ
い
て
、
「
鉄
道

復
旧
に
向
け
て
は
、
黒
字
の
J
R

に
国
が
財
政
を
支
援
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
ど
の
よ
う
な
支
援

が
で
き
る
か
検
討
中
で
あ
る
。
関

越
道
ツ
ア
ー
バ
ス
事
故
は
、
小
泉

改
革
の
規
制
緩
和
に
問
題
が
あ

る
。
ツ
ア
ー
を
企
画
す
る
旅
行
会

社
の
責
任
の
所
在
を
明
確
に
す
る

法
改
正
に
取
り
組
む
。
交
通
基
本

法
成
立
に
む
け
し
っ
か
り
取
り
組

む
。
被
災
地
の
復
興
は
進
ん
で
い

な
い
と
見
ら
れ
て
い
る
が
、
水
面

下
で
は
復
興
に
向
け
た
財
政
が
確

保
さ
れ
て
進
ん
で
い
る
」
と
、
被

災
地
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
尽
力

す
る
講
演
を
し
た
。
最
後
に
柴
谷

議
長
の
「
制
度
政
策
要
求
実
現
、

交
通
基
本
法
早
期
成
立
」
に
向
け

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
終
え
た
。

＝＝
決
勝
は
雷
雨
中
止
で
抽
選
負
け
＝＝

【
問
合
わ
せ
先
】東
北
労
働
金
庫

フ
リ
ー
ダ
イ
ア
ル　

0
1
2
0
ー
1
9
1
9
ー
6
2

ま
た
は
、お
近
く
の
労
働
金
庫
へ

参加選手名簿
職　場　名

八戸新幹線保技セ
八戸新幹線保技セ
東 北 ロ ジ・ 盛 岡
東 北 ロ ジ・ 盛 岡
盛 岡 総 合 鉄 道
盛 岡 土 木 技 術 セ
盛 岡 土 木 技 術 セ
青 森 運 輸 区
出向／青い森鉄道
八 戸 運 輸 区
八 戸 運 輸 区
八戸新幹線保技セ
一 関 保 線 技 術 セ
一 関 保 線 技 術 セ
盛岡保技セ・宮古派
仙 建 工 業・八 戸

氏　名
浅井　敏治
笹山　賀庸
吉田　　等
梅沢　　昇
久保田 勝雄
立花　一穂
工藤　賢二
八嶋　昌二
逢坂 喜美雄
小笠原 幸男
澤頭　俊幸
伊東　　馨
菊池　辰夫
佐藤　　仁
鈴木 不二人
沢田　光広

分会名
八 戸 工 務
八 戸 工 務
盛 岡 貨 物
盛 岡 貨 物
盛 岡 貨 物
盛 岡 施 設
盛 岡 施 設
青森運輸区
青 森 施 設
八 戸 運 輸
八 戸 運 輸
八 戸 工 務
一 関 工 務
一 関 工 務
宮 古 地 域
地 方 本 部

監 督
主 将
選 手
選 手
選 手
選 手
選 手
選 手
選 手
選 手
選 手
選 手
選 手
選 手
選 手
引率者


